
町　の　人　口

（61年6月末現在）

人　口　　29，900人（＋14人）
男　　　14，520人（＋9人）

女　　　15，380人（5人）
世帯数　　　9，626世帯（＋8世帯）

（6月の人の動き）

転入　128人　　転出　136人
出生　　34人　　死亡　12人

（）内は前月比
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夏

に

集

中

1

小
さ
な
〝
い
の
ち
″
を
守
ろ
う

太
陽
の
光
の
中
で
思
い
っ
き
り
遊
び
ま
わ
れ
る
夏
は
、
〝
チ
ビ

ッ
子
た
ち
″
　
に
と
っ
て
最
も
楽
し
い
季
節
。
海
や
山
や
川
に
、

元
気
な
は
し
ゃ
ぎ
声
が
響
き
ま
す
が
、
一
方
こ
の
時
期
は
、
い
ろ

い
ろ
な
事
故
の
多
い
シ
ー
ズ
ン
で
も
あ
り
ま
す
。
と
り
わ
け
、
水

に
よ
る
事
故
で
、
い
た
い
け
な
〝
い
の
ち
〟
が
失
わ
れ
た
と
い
う

ニ
ュ
ー
ス
に
ふ
れ
る
と
胸
が
痛
く
な
り
ま
す
。
昭
和
六
十
年
中
の

全
水
死
者
の
約
三
割
が
中
学
生
以
下
の
子
供
た
ち
で
、
そ
の
事
故

の
ほ
と
ん
ど
が
夏
休
み
に
集
中
し
て
い
ま
す
。
夏
休
み
が
楽
し
い

思
い
出
の
日
記
帳
と
な
る
よ
う
に
、
ぜ
ひ
お
子
さ
ん
た
ち
と
〝
水

の
恐
ろ
し
さ
″
に
つ
い
て
話
し
あ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

ト昭和60年夏期（6～8月）の水難事故は、全国で1，702件

にのぼり、死者・行方不明者は1，015人。

このうち中学生以下の子供の水死者は316人で、前年同

期に比べて13人（4．3％）増えています。

水
の
恐
ろ
し
さ
を

教

え

よ

う

子
供
と
り
わ
け
三
歳
～
五
歳
前
後
の
幼
児

は
．
水
が
命
を
奪
う
危
険
な
も
の
■
で
あ
る

こ
と
を
、
体
験
的
に
知
り
ま
せ
ん
。

水
し
ぶ
き
を
み
れ
ば
、
本
能
的
に
遊
び
こ

こ
ろ
が
わ
い
て
き
て
、
ヨ
チ
ヨ
チ
歩
き
で
近

づ
い
て
い
き
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
お
母
さ
ん
が
目
を
離
し
た
ス
皐

に
、
と
り
か
え
し
の
つ
か
な
い
事
態
に
な
る
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こ
と
が
多
い
の
で
す
。

ま
た
、
小
学
生
で
よ
く
見
ら
れ
る
事
故
に

プ
ー
ル
の
排
水
口
に
足
を
吸
い
込
ま
れ
て
水

死
す
る
と
い
う
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

水
遊
び
を
す
る
と
き
は
、
次
の
よ
う
な
点

に
ぜ
ひ
注
意
し
て
、
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

●
近
く
に
用
水
堀
や
た
め
池
な
ど
の
危
険
な

場
所
が
あ
る
と
き
は
、
管
理
者
に
申
し
入
れ

て
、
サ
ク
や
ふ
た
な
ど
を
し
て
も
ら
い
ま
し

ょ
う
。

●
子
供
た
ち
だ
け
で
水
泳
や
水
遊
び
に
行
か

な
い
よ
う
に
、
ふ
だ
ん
か
ら
子
供
に
言
い
聞

か
せ
ま
し
ょ
う
。

●
出
か
け
る
と
き
は
、
必
ず
大
人
が
同
行
す

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
雨
降
り
の
あ
と
は
、
川
や
用
水
が
増
水
し

ま
す
。
子
供
た
ち
を
近
づ
け
な
い
よ
う
に
特

に
注
意
を
。

●
危
険
な
水
辺
で
遊
ん
で
い
る
子
供
を
兄
か
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サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
へ
／

第
3
号
被
保
険
者
の
届
け
出
は

も
う
お
す
み
で
す
か
？

一
部
に
第
3
号
被
保
険
者
の
届
け
出
を

す
る
と
、
御
主
人
の
給
料
か
ら
、
そ
の
保

険
料
が
天
引
き
さ
れ
る
か
ら
届
け
出
を
し

な
い
と
い
う
人
や
、
届
け
出
を
し
た
が
保

険
料
が
天
引
き
さ
れ
て
い
な
い
の
で
国
民

年
金
に
加
入
洩
れ
に
な
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
、
と
心
配
す
る
人
が
お
ら
れ
る
よ

う
で
す
。

し
か
し
、
こ
れ
は
全
く
の
誤
解
で
、
第

3
号
被
保
険
者
の
保
険
料
は
、
御
主
人
の

加
入
す
る
厚
生
年
金
や
共
済
制
度
が
全
体

と
し
て
負
担
す
る
仕
組
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
だ
届
け
出
の
す
ま
れ
て
い
な
い
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
は
、
健
康
保
険
証

や
、
御
主
人
の
厚
生
年
金
の
手
帳
、
印
鑑

を
持
参
し
て
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

け
た
ら
、
進
ん
で
「
危
な
い
か
ら
や
め
な
さ

い
」
の
ひ
と
声
を
。

保
護
者
が
い
な
い
と

危
険
率
が
高
ま
る

子
供
の
水
の
犠
牲
者
を
統
計
か
ら
み
て
み

ま
す
と
、
次
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

●
場
所
別
で
は
河
川
（
百
一
人
）
が
最
も
多

く
、
つ
い
で
海
（
八
十
六
人
）
、
用
水
堀
（

四
十
二
人
）
、
湖
、
輿
池
（
四
十
人
）
、

そ
し
て
プ
ー
ル
（
二
十
八
人
）
の
頓
で
す
。

●
ど
ん
な
と
き
に
命
を
落
と
し
て
い
る
か
と

い
う
と
、
水
泳
申
（
百
二
十
二
人
）
が
い
ち

ば
ん
多
く
、
つ
い
で
水
遊
び
申
（
八
十
七

人
）
、
魚
釣
り
（
二
十
五
人
）
、
通
行
中
（

十
六
人
）
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
保
護
者
が
同
行
せ
ず
に
、
子
供
だ
け
で
行

っ
た
場
合
に
起
き
た
悲
劇
が
、
や
は
り
全
体

の
約
七
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
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次
の
様
な
時
も

届
け
出
が
必
要
で
す

①
御
主
人
が
退
職
を
さ
れ
た
時

⑨
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
（
第
3
号
被

保
険
者
）
が
自
営
業
等
で
収
入
を
得
る

様
に
な
っ
た
り
、
離
婚
し
た
り
し
て
被

扶
養
配
偶
者
で
な
く
な
っ
た
時

④
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
が
就
職
し
厚

生
年
金
へ
加
入
し
た
時

※
届
け
出
は
印
鑑
、
年
金
の
手
帳
を
持
参

し
て
下
さ
い
。
詳
し
く
は
役
場
住
民
課

国
保
年
金
係
へ
お
固
い
合
せ
下
さ
い
。
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収　 集　　 日 収　　　 集　　　 地　　　 域

も

月 ・木 曜 日

下二 （5 区 ・ 6 区 の一部 ） 、吉田一 、吉 田二 、吉 田三 、緑

風 園団地、吉 田団地 、美吉野 団地 、鯉 口団地 、机 、机 社宅 、

え

る

新生 街、古賀 、噴末 （18 区 ・松栄謹 団地 ）、古 賀団地 、梅

ノ木 団地、猪 熊 （3 区～ 1 1区）、猪 熊町住

火 ・金 曜 日

立屋 敷、伊左座 、二 、二町住 、下二 （5 区 ・6 区の一部 以
ゴ 外 の地域 ） 、下 二町住 、入江 興産社宅 、林住宅 、 みずほ団

、
地 、頃末 （18区 ・桧栄荘 団地 以外 の地域 ）、 高尾団地 、高

、　、 松 団地、 おかの台団地 、樋 口、猪熊 （1 区～ 2 区）

も
第 1 水 曜 日

伊左座 、二 、二町住 、下二町住 、入江興 産社宅 、林住宅 、

みずほ団地 、下二 （5 区 ・ 6 区 の一部 で可燃 ゴ ミ月 ・木以

外 の地域） 、机 、机 社宅、新 生街、 山 ノロ団地 、古賀 、古
え

な

賀 団地 、梅 ノ木団地 、猪熊 （3 区 ～ 11区）、猪 熊町住

第 2 水 曜 日

下二 （5 区 ・6 区 の一部 で可燃 ゴ ミ月 ・木 の地域 ） 、吉 田

い

ゴ

1．ヽ

一 、吉田二 、吉田団地 、 高松団地 、 おかの台 団地、樋 口、

猪熊 （1 区 ～ 2 区）

第 3 水 曜 日 立屋 敷、高尾 団地 、頃末 （18区 ・松 栄荘 団地 以外 の地域 ）

、、
第 4 水 曜 日

吉 田三、緑 風園 団地 、美吉 野団地 、鯉口団地 、頃末 （18区 ・

桧栄 荘団地）

ピン・カン類の収集日
スプレー缶は、穴をあけて下さい′

収　 集　 日 収　 集　 地　 域

第 1 ・第 3

水 ∴ 曜 「 日

下 二 （5 区 ・ 6 区の 一部 で可燃

ゴ ミ月 ・木 の地 域 ） 、吉 田一 、

吉 田二 、吉 田 三 、緑 風園 団地 、

吉 田 団地 、鯉 口 団地 、美吉 野 団

地 、 頃末 （18 区 ・松栄 荘 団地）、

高松 団地 、 お かの台 団地 、樋 口 、

猪 熊 （1 区～ 2 区）

一、1懸、

′ふ．モ

第 2 ・第 4

立屋 敷、伊 左座 、二 、二 町住 、

下 二町 住 、下 二 （5 区 ・ 6 区 の

一部 で可燃 ゴ ミ月 ・木以 外 の地

域 ） 、高尾 団地 、入江 興 産社宅 、

林住 宅 、机 、 古賀 、 みず ほ団地 、

水　 喝　 白

よ、くｒハ

頃 末 （18 区 ・松栄 荘 団地 以外 の

地 域） 、古 賀 団地 、 新生 街、 猪

熊 （3 区 ～ 11 区） 、猪 熊町住 、

机 社宅 、 山 ノロ 団地 、梅 ノ木 団

地

家
庭
の
ゴ
ミ
は
、
①
燃
え
る
も
の
　
②
燃

え
な
い
も
の
　
③
粗
大
ゴ
ミ
　
④
ビ
ン
・
カ

ン
顆
に
区
別
し
て
必
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
収
集

日
の
「
午
前
八
時
」
ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ

い
。
決
め
ら
れ
た
集
収
日
以
外
に
出
し
て
も

収
集
し
ま
せ
ん
の
で
、
ゴ
ミ
が
そ
の
ま
ま
放

置
さ
れ
、
近
所
の
人
が
迷
惑
さ
れ
ま
す
。

快
適
な
環
境
を
つ
く
る
た
め
、
ゴ
ミ
は
き

ち
ん
と
区
別
し
て
収
集
日
に
正
し
く
出
す
よ

う
一
人
一
人
が
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

冒
垣
曲
』
⑧
Ｑ
宙
◎
ｇ
包
紗
令

豆
習
鳴
り
胎

粗大ゴミは前もって連絡を．′
粗大ごみを出す時は、役場環境衛生係に連絡がないと、ど

こに置いてあるかわかりません。必ず収集日の2日前まで

に申し込んでください。

ト粗大ゴミの種類　家庭電気製品、家具、建具、布団、ベ

ッド、畳、トタン、一斗缶、自転車など。

引越しごみや事業ごみたどは粗大ごみとして収集していま

せん。このようなゴミは町が指定した収集業者にたのんで

ください。詳しくは、役場環境衛生係へおたずね下さい。

粗大ごみ収集日 収　 集　 地　 域

第 1土曜 日

吉田一、吉田二、吉田三、緑風園団地、吉田団地、
美吉野団地、鯉口団地、下二 （5区・6区の一部
で可燃ゴミ月・木の地域）、噴末 （18区 ・松栄荘
団地）

第 2水 曜 日 猪熊 （3区～11区）、猪熊町住

第 3土 曜日 第1土曜日及び第2水曜日以外の地域
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福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る
人
は
、
八
月
支

払
分
の
年
金
を
受
け
ら
れ
た
ら
、
す
ぐ
に
「

年
金
証
書
」
を
役
場
に
握
出
し
て
下
さ
い
。

こ
れ
は
、
所
得
な
ど
を
調
査
し
て
来
年
七

月
分
ま
で
の
支
給
年
金
額
を
証
書
に
記
入
す

る
た
め
の
も
の
で
す
。
も
し
、
こ
の
証
書
の

提
出
が
遅
れ
ま
す
と
次
の
十
一
月
支
払
分
の

年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

な
お
、
今
年
は
次
の
日
程
で
受
付
を
行
い

ま
す
の
で
、
手
腕
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
八
月
十
一
日
、
八
月
十
二
日

午
前
九
時
～
正
午

午
後
一
時
～
午
後
四
時

▽
場
所
　
役
場
一
〇
一
大
会
議
室
（
但
し
、

十
二
日
は
国
保
年
金
係
・
窓
口
6
番
）

▽
持
っ
て
来
る
も
の

①
福
祉
年
金
証
書

⑧
印
鑑
（
年
金
受
給
に
使
う
も
の
）

④
公
的
年
金
受
給
者
は
、
そ
の
証
書

▽
対
象
者

①
生
洒
保
護
基
準
額
「
十
五
㌫
」
増
額
し

た
収
入
以
下
の
世
帯

⑧
月
収
は
家
族
全
員
を
合
算
し
た
も
の
で

年
収
を
十
二
分
の
一
し
た
額

▽
受
給
手
続

各
地
区
の
民
生
委
員
に
七
月
三
十
一
日

ま
で
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
支
給
方
法

①
民
生
委
員
を
通
じ
て
本
人
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

⑧
支
給
日
は
八
月
八
日
の
午
後
で
す
。

▽
世
帯
の
種
類
と
対
象
者
の
収
入

（例）

①
二
十
歳
か
ら
四
十
歳
ま
で
の
夫
婦
で
、

十
二
歳
か
ら
十
四
歳
ま
で
の
子
供
二
人

計
四
人
世
帯
の
場
合

二
十
二
万
円
以
下

㊥
四
十
一
歳
以
上
の
夫
婦
で
、
十
五
歳
か

ら
十
七
歳
ま
で
の
子
供
二
人
、
計
四
人

世
帯
の
場
合

二
十
二
万
四
千
円
以
下

③
六
十
五
歳
以
上
の
夫
婦
の
場
合

十
三
万
円
以
下

※
就
学
援
助
を
受
け
て
い
る
世
帯
に
つ
い
て

も
、
申
込
み
を
さ
れ
な
い
と
支
給
さ
れ
ま

せ
ん
。
な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
各
地
区
の

民
生
委
員
、
又
は
役
場
社
会
謀
民
生
係
に

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

福
岡
県
身
体
障
害
者
結
婚
相
談
所
で
は
、

障
害
者
の
つ
ど
い
「
集
団
見
合
」
を
次
の
よ

う
に
契
施
し
ま
す
。

▽
日
時
　
8
月
2
4
日
（
日
）

午
前
ュ
0
時
3
0
分
か
ら

▽
会
場
　
福
岡
市
中
宍
区
六
本
松
一
丁
目
「

福
岡
県
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
」

▽
申
込
期
限
　
8
月
ュ
6
日
（
土
）
ま
で

※
申
込
み
方
法
な
ど
詳
し
い
こ
と
の
お
尋
ね

は
、
同
結
婚
相
談
所
（
℡
〇
九
ニ
ー
七
五
一

⊥
ニ
二
三
九
）
ま
で
。

福
岡
県
婦
人
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー
で
は
、

就
業
を
希
望
さ
れ
る
家
庭
の
婦
人
を
対
象
に

次
の
と
お
り
講
習
会
を
開
き
ま
す
。

▽
科
目
経
理
事
務
（
簿
記
二
級
）

▽
期
間
　
9
月
⊥
7
日
か
ら
ｎ
月
7
日
ま
で
2
1

日
間
。
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
。

▽
会
場
　
戸
畑
ス
テ
Ｊ
ン
ヨ
ン
ビ
ル

▽
受
講
料
無
料
（
教
材
費
は
一
部
負
担
）

▽
申
込
先
　
8
月
2
7
日
か
ら
8
月
2
8
日
ま
で

に
婦
人
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー
筑
豊
支
所

（
宙
〇
九
四
八
－
二
三
－
四
一
五
六
）

に
電
話
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
出
頗
資
格
工
業
高
等
学
校
又
は
高
等

学
校
の
工
業
に
関
す
る
学
科
を
卒
業
し

た
者
、
及
び
来
年
三
月
卒
業
見
込
の
者

▽
出
願
手
続
在
籍
（
出
身
）
高
等
学
校

長
を
経
て
、
八
月
一
日
か
ら
八
月
八
日

ま
で
に
北
九
州
工
業
高
等
専
門
学
校
学

生
課
教
務
係
（
小
倉
南
区
大
字
志
井
一

四
〇
番
地
）
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

8月の心配こと相談

他
人
に
話
せ
ず
一
人
で
く
よ
く
よ
悩
ん
で

い
ま
せ
ん
か
ー
？
社
会
福
祉
協
議
会
主
催

の
無
料
相
談
が
開
か
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
相

談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
堅
く
守
り
ま
す
。

▽
日
時
　
8
月
4
日
、
8
月
ｕ
日

8

月

ュ

8

日

、

8

月

2

5

日

・
時
間
は
、
い
ず
れ
も
ュ
3
時
～
ュ
6
時

▽
場
所
水
巻
町
民
会
館
「
日
本
間
」

▽
公
開
す
る
団
地
　
梅
ノ
木
団
地
、
紅
梅
団

地
、
サ
ン
ハ
イ
ツ
前
田
団
地

▽
公
開
日
　
7
月
2
6
日
、
7
月
2
7
日

8
月
2
日
、
8
月
3
日

▽
公
開
時
闇
午
前
ュ
0
時
～
午
後
4
時

※
公
開
日
に
は
、
公
団
職
員
が
現
地
で
案
内

し
ま
す
。

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
個
人
向
け
住
宅
（

新
築
・
購
入
）
融
資
の
募
集
を
次
の
と
お
り

行
っ
て
い
ま
す
。

▽
募
集
期
間
　
8
月
2
9
日
（
金
）
ま
で

▽
金
　
利
　
年
収
や
建
設
面
積
で
五
・
二

五
％
、
五
二
ハ
五
％
、
六
二
五
％

※
中
古
住
宅
購
入
ロ
ー
ン
も
来
年
三
月
五
日

ま
で
受
付
け
て
い
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
の
お

尋
ね
は
住
宅
金
融
公
庫
福
岡
支
所
（
粛
〇
九

二
－
七
三
－
五
五
五
五
）
ま
で
。

▽
編
入
学
を
実
施
す
る
学
科

機
械
工
学
科
、
電
気
工
学
科
、
化
学
工

学
科
…
：
第
四
学
年
次
に
編
入

（

役
場
職
員
の
人
事
異
動

七
旦
日
付
で
、
役
場
職
員
の
人
事
異
動

を
行
い
ま
し
た
。
　
（
　
）
内
は
旧
所
属
諌

【
課
長
】
管
財
課
長
・
山
崎
徳
博
（
会
計
係

長
）
▽
葵
事
務
局
長
二
二
輪
貞
夫
（
教
育

課
善
▽
建
設
課
長
・
細
美
英
明
（
葵
事

務
局
長
）
▽
教
育
課
長
・
永
沼
嘉
治
（
管
財

課
長
）
▽
中
央
公
民
館
準
備
室
長
・
大
月
朋

之
（
建
設
課
長
）
▽
中
央
公
民
館
準
備
室
次

長
・
増
永
龍
之
（
教
育
課
主
幹
）
▽
税
務
課
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毎
年
好
評
を
博
し
て
い
ま
す
福
岡
県
民
手

帳
の
購
入
予
約
募
集
を
始
め
ま
し
た
。

▽
価
　
格
　
大
型
版
　
三
百
七
十
円

普
通
版
　
二
百
八
十
円

▽
申
込
み
　
申
込
書
は
区
長
を
通
じ
て
隣
組

に
回
覧
し
ま
す
。
申
込
書
に
氏
名
、
大

小
種
輿
冊
数
を
記
入
の
う
え
申
込
み

く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
せ
先
役
場
産
業
課

へ

∧
相
談
所
開
設
の
日
時
∨

。
8
月
2
日
（
土
）
～
8
月
6
日
（
水
）

午
前
9
時
3
0
分
～
午
後
1
時

∧
相
談
所
の
開
設
場
所
∨

・
福
岡
県
警
察
本
部
（
福
岡
市
博
多
区
東

公
園
七
番
七
号
）

※
こ
相
談
に
お
い
で
に
な
る
と
き
は
、
写
真

な
ど
手
が
か
り
と
な
る
も
の
を
持
参
く
だ
さ

い
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

へ

※
詳
し
い
こ
と
の
お
尋
ね
は
芦
屋
基
地
渉
外

室
（
些
三
三
－
〇
九
八
一
）
ま
で
。

行
方
不
明
を
さ
が
す

相
談
所
を
開
披

家
を
出
て
旦
鰯
闇
に
な
る
が
、
行
方
が
わ

か
ら
な
い
1
こ
ん
な
問
題
を
抱
え
て
困
っ

て
い
る
万
、
悩
ん
で
い
る
方
の
た
め
、
県
警

本
部
で
は
「
行
方
不
明
者
を
さ
が
す
相
談

所
」
を
開
設
し
ま
す
。

航
空
自
衛
隊
芦
屋
基
地
で
は
、
夏
休
み
期

間
中
の
行
事
と
し
て
次
の
催
し
物
を
行
い
ま

す
。
多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
映
画
と
音
楽
会

・
と
　
き
　
8
月
7
日
（
木
）

午
後
5
時
3
0
分
か
ら

・
と
こ
ろ
　
芦
屋
町
民
会
館

・
内
　
容
　
「
孟
供
向
け
ア
ニ
メ
映
画
」

「
西
部
航
空
音
楽
隊
の
演
奏
」
な
ど

▽
体
験
入
隊

・
と
　
き
　
8
月
⊥
0
日
～
8
月
ュ
2
日

・
資
格
中
・
高
校
生
約
四
〇
人

▽
体
験
搭
乗
（
北
九
州
上
空
飛
行
）

・
と
　
き
　
8
月
ｎ
日
（
月
）

※
申
し
込
み
は
電
話
に
て
受
付
け
ま
す
。

▽
盆
お
ど
り
大
会

ｅ
と
　
き
　
8
月
8
日
（
金
）

午
後
6
時
3
0
分
か
ら

愛
の
贈
物

香
典
返
し
と
し
て
次
の
万
々
か
ら
社
会
福

祉
協
議
会
に
、
こ
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

心
か
ら
故
人
の
こ
冥
福
を
お
祈
し
、
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

▽
み
ず
ほ
団
地
　
故
・
土
師
ミ
ツ
殿

土
師
ミ
ツ
エ
殿

故
・
小
田
　
忠
殿

小
田
友
次
殿

主
幹
・
古
海
正
治
（
社
会
課
主
幹
）
　
【
係

長
】
会
計
係
長
・
吉
川
豊
（
国
保
年
金
係
長
）

▽
管
財
係
長
・
福
田
光
明
（
民
生
係
長
）

▽
課
税
係
長
・
白
石
三
明
（
住
宅
係
長
〕
▽

農
林
商
工
係
長
・
入
江
達
士
（
同
和
対
策
室

係
長
）
▽
住
宅
係
長
・
吉
田
紀
男
（
課
税
係

長
）
▽
民
生
係
長
・
樺
松
利
光
（
農
林
商
工

係
長
）
▽
老
人
児
童
係
長
・
池
田
裕
（
管
財

係
長
）
▽
国
保
年
金
係
長
・
吉
田
久
子
（
管

財
係
）
▽
社
会
教
育
係
長
・
小
金
丸
博
光
（

社
会
教
育
係
）
　
【
主
事
】
管
財
係
・
橋
本

淳
子
（
住
民
係
）
▽
課
税
係
・
武
居
一
三
（

同
）
▽
同
・
原
田
和
明
（
同
）
▽
納
税
係
・

宮
原
一
美
（
農
林
商
工
係
）
▽
住
民
係
・
古

海
素
摩
（
社
会
教
育
係
）
▽
同
・
中
西
豊
和

（
課
税
係
）
▽
同
・
梶
山
寛
治
（
納
税
係
）

▽
同
・
下
貞
美
博
（
絵
務
課
付
）
▽
環
境
衛

生
係
・
大
林
治
男
（
課
税
係
）
▽
農
林
商
工

係
・
日
熊
国
事
（
環
境
衛
生
係
）
▽
老
人
児

童
係
・
生
住
宏
行
（
納
税
係
）
▽
社
会
教
育

係
・
松
村
和
男
（
老
人
児
童
係
）

役　 場　 業　 務　 の

盆　 休　 み

役場業務は盆休みのため次のと

おり休ませていただきます。

！ 腋月14日、15日 ｉ

☆　なお、住：民課．税務課、健康
対欝課、水道課は通常どおり
業務を行います。

日本習字たなばた競書展

8月10日～13日・町民会館

正
し
い
文
字
、
美
し
い
文
字
の
伝
統
を
守

る
日
本
習
字
教
育
財
団
が
今
回
、
水
巻
町
生

徒
会
員
の
作
品
を
一
同
に
集
め
て
「
た
な
は

た
」
載
書
展
を
開
き
、
皆
様
に
見
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

会
員
一
人
一
人
の
日
頃
の
練
習
成
果
を
ゆ

っ
く
り
と
こ
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

▽

と

　

き

　

8

月

ュ

0

日

～

8

月

ュ

3

日

午
前
9
時
～
午
後
8
時

▽
と
こ
ろ
　
水
巻
町
民
会
館
ホ
ー
ル

今 月　の 税 金

固 定 資 産 税 （2期分）

納期限　 7月31日まで



男

　

一

　

代

熱
戦
数
合
、

こ
の
と
き
互
角
に
戦
え
た
の
は
、
事
前
の
綿
密
な
奇
襲

作
戦
と
磯
吉
の
与
え
た
回
転
式
五
連
発
ピ
ス
ト
ル
（
当
時

は
拳
銃
の
熟
語
は
な
か
っ
た
）
に
あ
っ
た
。
な
か
で
も
ピ

ス
ト
ル
は
、
人
数
を
か
さ
に
き
て
江
崎
勢
が
斬
っ
て
か
か

る
と
、
轟
然
一
発
、
街
の
な
か
に
こ
だ
ま
し
て
、
そ
の
都
度
、

敵
は
数
歩
あ
と
ず
き
っ
た
。
ど
こ
の
商
店
も
表
戸
を
閉
め

て
、
表
通
り
は
猫
一
匹
通
ら
ぬ
な
か
で
の
決
闘
で
あ
る
。

そ
れ
で
も
明
治
町
通
り
の
旭
座
で
は
左
衛
門
芝
居
の
上
演

が
雨
戸
、
追
い
つ
め
ら
れ
て
軒
下
に
立
っ
た
と
き
、
亭
蔵

が
い
っ
た
。

「
要
平
、
覚
悟
し
ろ
、
も
う
こ
れ
ま
で
だ
、
よ
い
か
腰

を
ひ
い
て
刀
を
使
う
な
、
思
い
き
り
刀
を
振
っ
て
前
へ
出

た
ま

ろ
、
弾
丸
は
あ
る
の
で
心
配
す
る
な
」

み

も
ち
ろ
ん
船
頚
の
要
平
は
、
長
い
も
の
と
い
え
ば
水
梓

を
振
り
回
し
た
く
ら
い
で
、
傲
術
の
ケ
の
字
も
知
ら
な
い
。

し
か
し
、
こ
れ
を
聞
く
と
背
す
じ
を
伸
し
て
仁
王
立
ち
に

な
っ
た
。

「
そ
う
だ
手
先
き
で
斬
る
の
で
は
な
く
体
で
斬
る
の
だ
、

よ

し

…

…

」

中
で
、
ケ
ン
カ
と
の
知
ら
せ
で
客
を

入
れ
た
ま
ま
表
戸
を
ピ
ク
リ
と
閉
め
、

外
燈
を
消
し
て
静
ま
り
か
え
っ
た
。

そ
れ
か
ら
、
ど
れ
だ
け
時
間
が
た

っ
た
で
あ
ろ
う
か
、
敵
を
追
い
散
ら

す
と
要
平
は
わ
れ
に
か
え
り
、
横
の

雨
樋
に
口
を
あ
て
て
水
を
一
気
に
呑

ん
だ
。

し

っ

た

そ
の
と
き
隣
の
通
り
で
叱
陀
す
る

江
崎
満
吉
の
声
が
し
た
。

「
た
か
が
十
人
た
ら
ず
の
男
、
な

お
く

ん
で
臆
す
る
こ
と
が
あ
る
。
か
た
め

て
斬
り
殺
し
て
し
ま
え
、
あ
と
は
俺

が
ひ
き
う
け
た
」

こ
の
督
戦
で
、
ま
た
新
た
な
手
勢

が
要
平
た
ち
へ
襲
い
か
か
っ
て
き
た
。

今
度
は
江
崎
の
子
が
い
と
み
え
て
手

ご
わ
く
、
十
数
人
が
二
組
に
分
れ
て

交
互
に
斬
っ
て
か
か
っ
た
。
不
利
と

み
た
二
人
は
街
角
を
回
っ
て
後
退
し

た
と
こ
ろ
、
そ
こ
は
袋
小
路
で
三
万

亭
蔵
の
ピ
ス
ト
ル
を
合
図
に
要
平
は
、

二
尺
六
寸
の
長
刀
を
上
段
に
振
り
か
ざ

し
て
一
歩
前
へ
出
た
。
こ
の
場
合
、
背
の

高
い
者
が
長
刀
を
持
つ
と
有
利
で
あ

き
ゆ
う
モ

る
。
追
い
つ
め
ら
れ
た
二
人
は
「
窮
鼠

か
え
っ
て
猪
を
か
む
」
の
た
と
え
の
如

く
、
じ
り
じ
り
と
前
へ
出
た
。
こ
れ
に

押
さ
れ
て
後
退
す
る
敵
の
な
か
で
、
胆

力
の
あ
る
者
が
い
て
「
な
に
を
」
と
ば

か
り
に
斬
っ
て
か
か
っ
た
。
そ
の
瞬
間
、

亭
蔵
の
ピ
ス
ト
ル
が
轟
然
火
を
吹
き
、

こ
れ
が
足
に
あ
た
っ
て
ば
っ
た
り
倒
れ

た
。
こ
れ
を
み
た
敵
は
ず
る
ず
る
と
後

退
し
て
、
表
通
り
へ
出
た
。

そ
の
と
き
、
突
然
敵
方
か
ら
、

「
警
察
の
手
が
入
っ
た
ぞ
」

と
の
声
、
ふ
と
明
治
町
通
り
を
み
る

ち
よ
う
ち
ん

と
巡
査
の
か
ざ
す
簡
提
灯
の
波
。
「
そ

れ
ま
で
」
と
み
た
二
人
は
、
打
ち
合
せ

た
通
り
、
亭
蔵
と
要
平
は
船
溜
り
の
万

へ
走
っ
た
。
幸
い
雨
は
止
ん
で
西
の
空
は
明
る
く
、
と
き

お
り
ひ
か
る
稲
妻
に
、
前
を
走
る
小
川
又
衛
門
の
後
姿
が

描
き
出
さ
れ
た
。
「
彼
も
ま
た
無
事
で
あ
っ
た
か
」
そ
う

思
い
な
が
ら
船
潜
り
へ
つ
く
と
、
世
帯
船
の
な
か
で
久
保

田
民
吉
が
待
っ
て
い
た
。
二
人
は
又
衛
門
に
つ
づ
い
て
船

へ
か
け
込
む
と
、
同
時
に
船
は
岸
を
離
れ
て
、
な
に
ご
と

も
な
か
っ
た
よ
う
に
江
川
口
へ
向
っ
た
。
途
中
で
刀
を
洗

い
着
物
を
着
替
え
て
、
茶
碗
酒
で
暖
を
と
り
、
芦
屋
金
屋

町
（
芦
屋
橋
付
近
）
の
料
亭
へ
つ
い
た
の
は
、
明
け
方
近

く
で
あ
っ
た
。

翌
日
、
こ
の
事
件
で
江
崎
万
に
死
者
一
人
、
負
傷
者
十

数
人
出
た
が
、
幸
い
吉
田
方
に
負
傷
者
は
な
か
っ
た
と
の

知
ら
せ
を
う
け
た
。
な
お
ケ
ン
カ
の
あ
と
始
末
は
、
街
の

秩
序
を
維
持
す
る
と
の
名
目
で
、
街
の
有
力
者
と
長
老
が

あ
た
っ
た
。
そ
の
結
果
、
磯
吉
は
ケ
ン
カ
に
加
担
せ
ず
、

そ
の
子
分
が
荷
を
自
主
防
衛
す
る
た
め
の
義
挙
と
い
う
こ

と
で
、
事
件
は
解
決
し
た
。
し
た
が
っ
て
警
察
で
は
関
係

者
は
お
か
ま
い
な
し
で
、
死
者
は
自
分
で
転
ん
で
死
ん
だ

こ
と
に
し
て
、
一
件
は
落
着
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
決
闘
で
男
を
あ
げ
た
の
は
吉
田
磯
吉

で
あ
る
。
手
勢
八
人
で
八
十
人
の
な
か
へ
な
ぐ
り
込
み
を

か
け
て
の
戦
い
、
そ
の
う
え
大
将
は
参
加
し
な
か
っ
た
と

か
つ
き
い

あ
っ
て
、
世
間
は
吉
田
万
へ
喝
采
を
お
く
っ
た
。
こ
れ
に

ょ
っ
て
磯
吉
は
一
躍
有
名
と
な
り
、
そ
れ
以
後
、
北
九
州

で
磯
吉
へ
再
び
挑
む
者
は
な
か
っ
た
。

と
き
に
磯
吉
三
十
四
歳
、
要
平
二
十
二
歳
で
あ
っ
た
。
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